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メディアセンターに関する書誌
2008.7 ～ 2009.6

新 聞 記 事

・読売新聞．“米グーグルの書籍デジタル化：著作
権活用か侵害か”．東京朝刊，2009. 5. 4, p. 3.
雑 誌 論 文 （ 書 評 ）

・“著作権者に迫られる選択グーグル「ブック検索」
日本出版界への波紋”．週刊東洋経済．no. 6197,
2008. 4. 18, p. 26-27.

・『慶應義塾大学日吉キャンパス協生館』施設のご紹
介．紀伊国屋書店ニュース．vol. 10, no. 10, 2008，添
付資料 3．全国の大学等の特色ある施設の紹介②．
協生館図書室の写真 3枚掲載.

そ の 他

・The LibQUAL＋Ⓡ Update, January 2009, p. 2.
“Spotlight on”.（online），available from ＜http:��
www.libqual.org�documents�admin�LQUpdate_
Jan2009_FINAL2.pdf＞，（accessed 2009-07-13）．

・慶應義塾大学日吉メディアセンター協生館図書
室．“新しい図書館：Libraries up-to-date”．vol.
20, 日本ファイリング，p. 27.

スタッフによる論文発表・研究発表
2008.7 ～ 2009.6

論 文 発 表

本 部

酒見佳世．“目録業務の進むべき方向とは？：トロ
ント大学図書館研修報告”．情報の科学と技術．vol.
58, no. 9, 2008. 9, p. 436-441.

三 田

平吹佳世子．“国際図書館コンソーシアム連合
（ICOLC：InternationalCoalition of Library Con-
sortia）2007 年秋会合参加報告”．大学図書館研究．
no. 84, 2008. 12, p. 65-70.

森嶋桃子．“変わっていく大学図書館と広報：図書
館広報の可能性（小特集 図書館のサービスを
知ってもらうために：効果的な広報とは）”．大学
図書館研究．no. 85, 2009. 3, p. 34-41.

日 吉

“NLMコレクション構築マニュアル”．National Li-
brary of Medicine 編著．酒井由紀子，ドハティ後
藤喜子監訳．ドハティ後藤喜子，押田いく子，酒
井由紀子，柴田由紀子翻訳．日本医学図書館協会，
2009, p. 115.

信濃町

舘田鶴子，辻邦弘．“慶應義塾大学信濃町メディアセ
ンター文献複写お届けサービス（特集 非来館
サービス）”．医学図書館．vol. 55, no. 3, p. 217-219.

“NLMコレクション構築マニュアル”．National Li-
brary of Medicine 編著．酒井由紀子，ドハティ後
藤喜子監訳．ドハティ後藤喜子，押田いく子，酒
井由紀子，柴田由紀子翻訳．日本医学図書館協会，
2009, p. 115.

酒井由紀子，市古みどり．“「アセスメント文化」の
構築を目指して：第 2回「図書館評価」会議参加
報告”．大学図書館研究．vol. 84, 2008, p. 9-14.

Kurata K, Sakai Y, et al. “Status of open access in
the biomedical field in 2005 ” . Journal of the
Medical Library Association. vol. 97, no. 1,
2009, p. 4-11.

酒井由紀子．“NLMの動向と長期計画 2006-2016”．
米国の図書館事情2007：2006年度国立国会

図書館調査研究報告書（図書館研究シリーズ

no.40）．国立国会図書館編．日本図書館協会，
2008, p. 189-197.


